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供試したのは当支場で保存中の190品鷲
種は,越冬前の花芽のStageが進んでい

年秋期に露地の苗床から採取した株につ
花芽の発育速度にも品種間差がありそう

により頂花房の分化程度を観察した。採
うな例がみられたし,花芽分化期と開花
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ほど高くないのもこのことを物語ってい

体づつを70%エ タノールで固定し,後日|

しく検討してみる必要があろう。今回は

であったが,側花房についての調査も必

1  は  じ め に

当支場には数多くのイチゴ品種が育種素材として保存さ

れいてるが,こ れらを有効活用するためには,そ れぞれの

品種の十分な特性調査が必要と考えられる。これまでに ,

果実の糖度と酸度 ),果実の大きさとそろいのについてそ
の品種間差を報告したが,今回は花芽分化期の品種間差に
ついて報告する。イチゴの花芽分化期は重要な形質のひと

つであるが,こ の品種間差についての報告は意外に少ない

ため,東北地方の自然条件下での花芽分化期の品種間差を
調査した。

2試 験 方 法

3 試験結果及び考察

6時期の観察結果から,個々の品種について,半数の個
体が花芽を分化したと思われる日を推定し,表 1に示した。
四季成品種のうち9月 7日時点で,すでに花芽の発達の著

しいものは9月 1日 とした。苗の本数不足や固定不良によ

り観察できなかったものが若千あったが,分化時期は全品

種についてほぼ推定できた。

ほとんどの四季成品種と,「二季成Jになりやすい
.PrOf

usiOn',`Radiance',そ れに `紅鶴',`久留米103号 'な
どの早咲き種は,9月 はじめにはすでに花芽を分化してい
た。多くの品種は9月下旬に分化していたが,`Huxley'
や `AC1466'の ように,10月 になってようやく分化する

品種もみられた。いつでも花芽を分化する四季成品種を除

いて,花芽分化の早晩性はほぼ連続的であったが,最 も早
ヽヽ `紅鶴'か ら最も遅い `Huxley'ま で,分化期に40日
以上の差が認められた。今までの報告にもあるように,四
季成性を示すF υοscα L を除いて,野生種の花芽分化
は遅かった。

かって促成栽培に利用されていた 雛館 や `はるのか'

などの品種は,花芽分化期が早いのに対し,寒冷地おそ出
し用品種の `盛岡16号',`ベル・ ルージュ'.`PajarO' な
どは9月下旬分化で,比較的遅い傾向があった。面白いこ

とに,現在,促成栽培に広く利用されている 安 峰' の分
化期は特に早いというわけではなかった。これは,花芽分
化促進技術が発達してきたことで花芽分化特性が特に早い

ということが要求されなくなったこと,花芽分化の早晩性
だけでなく,休眠性や果実形質など,他の形質の重要性が

増加したためと思われる。

秋の低温短日下ではどの品種も花芽分化が促進されるた

め,品種間差が比較的小さくなる。条件が異なれば品種間

差はもっと大きくなることが予想されるため,品種間差の詳細

な検定にはそのような条件を設定してやる必要があろう。

一方,花芽分化期と翌春調査した他の形賀との相関関係
を示したのが表 2である。開花期との相関が高いのは当然

かも知れないが花房数との相関も高 、ヽ これは早く分化す

ると,寒 くなるまでに時間があるため,側花房の分化が増

加するためと思われる。

要と思われる。

表 2 花芽分化期と他の形質との相関関係

形質名 平均値土sD
236 ± 67 (9月 )
160 ± 46 (5月 )
1869 ■796  (g)
885± 265 (g)
235 ±105  (個 )
326± 123 (本)
811■ 104 (%)
0838■ 0215 (%)

②

③

④

⑤

⑥

⑦

開  花  期
株 当 り収 量

平 均 果 重

株 当 り果 数

株当り果房数

糖

酸

4 ま  と  め

イチゴの自然条件下での花芽分化期の品種間差について

調査した。四季成性の品種を除いても,分化期に40日 以 L
の幅が認められた。
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表 1 イチゴ品種の花芽分化期 (1987)
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